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１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
上
ル
柿
本
町
他

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
７
）

一
月
１
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
卿
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
上
村
和
直

。
近
藤
知
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

・
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
点
は
平
安
京
左
京
七
条
二
坊
八
町
及
び
本
囲
寺
に
該
当
し
、
現
在
は

西
本
願
寺
境
内
地
に
あ
た
る
。

貞
和
元
年

（
〓
一面

五
）
に
創

建
さ
れ
た
本
囲
寺
は
、
堀
川
小

路
、
大
宮
大
路
、
七
条
大
路
、

六
条
坊
門
小
路
を
境
界
と
す
る

合
計

一
二
町
の
広
大
な
寺
域
を

有
し
、
京
都
に
お
け
る
日
蓮
宗

寺
院
の
中
核
的
位
置
を
占
め
て

い
た
と
さ
れ
る
。
天
文
五
年

（
一
≡
三
Ｃ

の
法
華
の
乱
に
敗
れ
て
焼
亡
し
、　
一
時
は
塀
に
逃
れ
る
が
、
細

川
晴
元
に
よ
り
再
建
さ
れ
た
。
天
正

一
九
年

（
一
五
九
こ
、
本
願
寺
が
移
転
し

て
き
た
際
に
寺
地
の
南
二
町
分
を
減
ぜ
ら
れ
た
も
の
の
、
豊
臣
秀
吉
ら
の
援
助

に
よ
り
再
び
繁
栄
し
た
。
そ
の
後
天
明
八
年

（
一
七
八
八
）
の
大
火
で
ほ
ぼ
全

焼
、　
一
九
七

一
年
に
山
科
へ
移
転
し
て
現
在
に
至
る
が
、
現
存
の
建
物
は
大
火

後
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
調
査
区
は
本
囲
寺
旧
境
内
の
中
央
や
や
北

寄
り
に
相
当
す
る
。

ま
た
調
査
地
点
は
平
安
京
左
京
七
条
二
坊
八
町
の
南
西
部
に
該
当
し
、
仁
和

寺
所
蔵
古
図
に
よ
る
と
右
大
将
貞
保
の
邸
宅
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
さ
ら
に
東
市

外
町
に
南
接
す
る
位
置
に
あ
た
る
。

調
査
で
は
平
安
時
代
前
期
以
降
、
各
時
期
の
遺
構
を
多
数
検
出
し
た
。
こ
の

う
ち
調
査
区
東
端
で
南
北
約
三
四
ｍ
に
わ
た
っ
て
検
出
し
た
堀
は
、
室
町
時
代

ｍ・０
ヨ

(京都西南部・京都東南部)

遺 構 図



か
ら
江
戸
時
代
末
期
ま
で
機
能
し
て
お
り
、
本
囲
寺
の
東
限
を
示
す
も
の
と
推

定
で
き
る
。
堀
の
検
出
面
で
の
規
模
は
、
幅
約
六
ｍ
深
さ
約
二
ｍ
で
、
断
面
は

逆
台
形
を
呈
す
る
。
同
時
期
の
柱
穴
も
多
数
検
出
し
た
が
、
建
物
な
ど
の
復
原

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
、
江
戸
時
代
に
属
す
る
堀
状
の
大
型
土
坑
を
三
基
検
出
し
た
。
調
査
区

西
端
の
南
北
方
向
の
堀
状
遺
構
は
、
検
出
面
で
の
幅
約
三
ｍ
深
さ
約

一
・
三
ｍ

で
、
北
方
は
調
査
区
外
に
延
び
る
が
、
南
端
は
調
査
区
内
で
検
出
し
た
。
上
層

は
天
明
の
大
火
の
処
理
跡
と
考
え
ら
れ
る
、
焼
け
た
瓦
な
ど
を
大
量
に
放
棄
し

た
堆
積
層
で
埋
没
し
て
い
た
が
、
下
層
に
は

一
七
世
紀
に
属
す
る
粘
質
砂
泥
の

湿
地
状
堆
積
が
あ
り
、
木
簡
は
こ
こ
か
ら
束
に
な
っ
た
状
態
で
出
土
し
た
。
も

う

一
つ
の
堀
状
遺
構
は
東
西
方
向
の
も
の
で
、
両
端
を
調
査
区
内
で
確
認
し
て

い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪

　

「南
無
妙
法
蓮
華
経

『興
栄
後
月
芳
霊
也
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（
姦

Ｘ

奮

受

寮

ｏ
常

出
土
し
た
木
簡
は
す
べ
て
厚
さ
○

。
二
ｔ
Ｏ

・
六
ｍ
の
薄
い
短
冊
型
の
板
に

「南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
を
墨
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
幅
は
三

。
三
卿
か

四

・
○
伽
の
い
ず
れ
か
で
、　
一
点
の
み
五

・
四
帥
の
も
の
が
あ
る
。
長
さ
は
完

形
の
も
の
で
ほ
ぼ
三

一
―
三
四
伽
あ
り
、
上
端
は
山
型
に
尖
ら
せ
る
。
墨
書
の

確
認
で
き
る
板
材
が
約

一
〇
〇
点
、
こ
の
ほ
か
墨
書
の
な
い
同
様
の
材
が
約
三

〇
点
、
破
損
し
た
削
居
の
よ
う
な
破
片
が
数
十
点
あ
る
。
い
ず
れ
も
片
面
の
み

に

「南
無
妙
法
蓮
華
経
」
と

一
行
に
書
く
が
、
い
に
は
題
日
以
外
に
別
の
文
言

が
書
か
れ
て
い
た
。

筆
跡
は

一
エ
ー
ニ
○
種
類
ほ
ど
あ
り
、
例
え
ば
い
②
と
同
じ
筆
跡
の
も
の
が

約

一
五
枚
出
上
し
て
い
る
よ
う
に
、
複
数
枚
が
同

一
の
手
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
⑩
と
同
じ
筆
跡
の
も
の
は
破
片
も
含
め
て
約
五
枚
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
上
端
部
が
黒
く
焦
げ
て
い
た
。
⑬
と
囲
、
側
と
⑬
は
そ
れ
ぞ
れ
同

一

個
体
で
は
な
い
が
、
同
じ
手
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
句
か
ら
日
蓮
宗
、
す
な
わ
ち
本
囲
寺
に
関
係
す
る

も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
笹
塔
婆
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

側
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

『平
成
七
年
度
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概

要
』
（
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（近
藤
知
子
）




